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I　は　じ　め　に

本小稿は､天理教に関する従来の研究がともすると天理教の教義に関するいわゆる教義学的研

究tl'や天理教の成立及び発展過程の歴史学的研究'2'や宗教都市天理市の地理学的研究`3'等に集中

していたなかにあって､比較的看過されてきた側面を補うために書かれたものである｡つまり､

天理教組紙の今日的な姿を社会学的視点とりわけ現代天理教の構造と機能とを分析しようとする

ものである.1そしてその際､わが国の既成宗教や新宗教の諸教団の組織との比較において､天理

教のそれを把握することにも幾分努めてみようと思う｡なお､予め断わっておきたいことに次の

ことがある｡すなわち､天理教教団内の慣例によれば､ ｢天理教｣という言葉はある場合には｢宗

教法人天理教｣という組織を指し､またある場合には｢天理教の教義｣を指すというように､二

つの意味を持たせているが､木小稿では天理教という場合前者の意味に限定して用いることにし

たいということである｡

Ⅲ　わが国における宗教団体の規模と天理教の位置

まず､天理教の規模をわが国の既成宗教及び新宗教の諸教団の規模との比較において把握して

みると､第1表の如くであるOつまり､この表も教えるように､第1に､天理教の信者数は昭和

55年12月末現在約259万人であって､わが国の宗教団体の信者数による順位では第13位である｡特

に｢幕末維新期の民衆の自主的な宗教運動として発展した一連の民衆宗教｣`4'のなかにあって､

天理教の信者数約259万人という数は､例えば金光教の信者数約47万人や黒住教の信者数約22万

人に比べて､いかに大きいかが分かるであろうOまた､この表から新宗教の日蓮正宗創価学会の

信者数約1, 651万人､立正佼成会のそれ約531万人､生長の家約368万人､霊友会約297万人､パー

フェクト･リバティー教団(略称PL)約271万人､仏所護念会教団約157万人等､信者数100万人

を超える教団が多くみられるなかにあって､天理教の約259万人は第6位を占めている｡もっと

も､文部省宗教課に集められた教団の報告による信者数は､ ｢通常､教団が世帯単位に信者を数

え､また氏子の意味で地域の総人口の報告をし､あるいはまた､教団創立以来の獲得信徒の延合

計数を報告するものなどあって､その全合計は国家人口を上まわる結果となっている｣`5'という

問題点を含んでいるとはいえ､わが国における各宗教団体の教勢の大まかな姿を示していると考

えられるから､(6'いわゆる新宗教と呼ばれる宗教団体の占めるウェイトがかなり大きいといえよ

うL-,第2に､天理教の被包括団体数36,521は,大教会､分教会､布教所､海外教会の総数である
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が､これは神社本庁の被包括団体数79,143に次いで第2位である｡そして､このことは布教の拠

点たる教会や布教所が全国各地はもとより､遠く海外のカナダ､アメリカ､メキシコ､ブラジル､

ハワイ､シンガポール､台湾､コンゴ､ペルー等にまで点在しているという､まさに｢布教を生

命とする天理教｣(7'の特徴をよく示している｡第3に､天理教の教師数163,233人という数は､

他の宗教団体の教師数例えば第2位のパーフェクト･リバティー教団の教師数57,524人に比べて

も3倍弱であって著しく多いけれども､これは信者の誰にも努力次第で教師-の道が開かれてい

第1表　わが国における宗教団体規模別被包括団体数､教師数､信者数､本部所在地

(昭和55年12月末現在)

順　位L宗教団体名l被包括団体数l教

神　社　本　庁

日　蓮　正　宗

浄土真宗本顧寺派

曹　　洞　　宗

浄　　土　　宗

真宗大谷派

立正佼成会

高野山真言宗

生　長　の　家

ff^Hi　　玩

霊　　友　　会
パーフェクト･
リバティー教団
天　　理　　教

日　　蓮　　宗

仏所護念会教団

真言宗智山派

出雲大社教

真言宗豊山派

念　法　真　数

真　　如　　苑

世界救世教
神　社　本　教

石　鎚　本　数

御　　鎌　　教

妙智会教団

臨済宗妙心寺派

出　　雲　　教

善　　隣　　会

天　　台　　宗

闇　l^^m

金　　光　　教

黒　　住　　教

師　数l信　者　数

79, 143　　　19, 191

486　　　663

10,506 i 24,482

16, 523

9, 178

14, 365

13, 287

5, 792

ll,245

578

3,128

57, 524

163, 233

7, 447

3,725

3, 540

5,254

2, 488

4, 072

3, 608

4,410

102

2, 328

3, 749

2, 727

3, 509

237

141

4, 388

456

4, 294

3, 245

14, 711

7, 102

9, 023

612

3,590

119

88

24

360

36, 521

5, 226

9

2, 868

244

2, 590

88

5TS!

550

94

171

WE!

393

3, 430

32

63

3, 319

262

1, 682

376

(人)
66, 741, 549

16, 518, 697

6, 987, 395

6, 751, 231

6, 008, 800

5, 535,300

5, 308, 241

4, 396, 790

3, 676, 144

3, 605, 010

2,971, 600

2, 707, 751

2, 592, 020

2, 282, 103

1, 573, 824

1, 533, 006

1,101,389

1,072, 064

879, 630

856, 992

831, 956

818, 800

737, 661

735, 310

705, 426

695, 532

635, 900

630, 664

608, 960

575, Oil

471, 341

215, 090

本　部　所　在　地

東京都新宿区(刺
京都市下京区

東京都港区

京都市東山区

京都市下京区

東京都杉並区

和歌山県伊都郡

東京都渋谷区

岡山県倉敷市

東京都港区

大阪府富田林市

奈良県天理市

東京都大田区

東京都港区

京都市東山区

島根県簸川郡

東京都文京区

大阪市鶴見区

東京都立川市

静岡県熱海市

京都市山科区

愛媛県西条市

奈良市二名町

東京都渋谷区

京都市右京区

島根県簸川郡

福岡県筑紫野市

大津市坂本本町

奈良市西ノ京町

岡山県浅口郡

岡山市尾上

資料出所:文化庁編『宗教年鑑』 (昭和56年版)ぎようせい昭和57年64-91頁より作成｡
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第2表　わが国における宗教団体規模別被包括球体数及び教師
数に対する信者数の割合(昭和55年12月末現在)

w. (i '.;・;早:川-寺井鼎き僻　鵠結㌫'.">

神　社　本　庁

日　蓮　正　宗

浄土真宗本麻寺派

曹　　洞　　宗

浄　　土　　宗

真宗大谷派

立正佼成会

高野山真言宗

生　長　の　家

?^^^^BIMJ^^^Hzi3

霊　　友　　会
パーフェクト･
リバティー教団
天　理　教

日　　蓮　　宗

仏所護念会教団

真言宗智山派

出雲大社教

真言宗豊山派
念　法　真　数

真　如　　苑

世界救世教

神　社　本　教

石　鎚　本　教

御　　放　　教

妙智会教団

臨済宗妙心寺派

出　'・-・　　教

善　　隣　　会

天　　台　　宗

法　　相　　宗

金　　光　　教

盟　　R^Ki

843. 3

33, 989. 1

665. 1

458. 9

846. 1

613. 5

8, 673. 6

1,224.7

30,892. 0

40, 966. 0

123, 816. 7

7, 521. 5

71.0

436. 7

174, 869. 3

534. 5

4, 513. 9

413. 9

9,995.8

1,847. 0

1,512.6

8,710. 6

4,313.8

1,059.5

1,795.0

202. 8

19,871. 9

10, 010. 5

183. 5
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280. 2
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資料出所:文化庁編『宗教年鑑』 (昭和56年版)ぎようせい
昭和57年64-91頁より作成｡

る点で､天理教を活力のある生きた宗教にしているところである｡そして第4に､信者数100万

以上の大教団の本部所在地をみてみると､東京都区部､京都市といったつまり大都市に集中して

いるなかにあって､天理教の本部はパーフェクト･リバティー教団の富田林市と共に､天理市と

いういわゆる地方都市にある点でも特徴がある｡

次いで､第1表に基づいて､被包括団体数に対する信者数の割合及び教師数に対する信者数の
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割合を示したものが第2表である｡そして､この表によって､第1に､被包括団体数に対する信

者数の割合をみると､天理教の71.0は他の教団のそれに比べてはるかに低い数値であるが､この

ことは､信者が約259万人という大きな数にも拘らず小さなグループに分かれて教会に属してい

ること､別言すれば､大教団であるにも拘らず末端の組織まで小分割されていることを示してい

る｡第2に､教師数に対する信者数の割合をみると､天理教の15.9はパーフェクト･リバティー

教団の47.1と同様に極めて低い数値を示しているoこのことは､教師が前述の小分割された信者

に対し､積極的に対応しようとする姿勢を窺うことが出来､ここにも｢布教を生命とする天理

教｣の一端が読みとれる｡

Ⅱ天理教敦会本部の組織と一般会計の最近10年間の歳入･歳出決算状況

さて､これよりわれわれは天理教の教金本部組軌こついて分析検討を試みることにする｡まず､

天理教は明治21年に初めて本部の組織を確立するが､途中8回の改組を経て､`8'昭和43年12月に

今日の組織が出来あがったのである｡従って今それを図式化すると第1図の如くである､,

では､ここでこの組織の主な職務内容を説明するば次の如くである｡

MS｢isaz真柱-本来は仏塔などの中心に立てる柱という意味であるが､これを天理教では比喰的に用

いて代表者を意味する｡そして､昭和20年までは｢真柱｣という言葉よりも､宗教法規上の｢本
t°°部長｣､｢教長｣､｢管長｣等の言葉が一般に用いられていたが､｢お屋敷｣(教会本部)内では｢頁

柱｣という言葉が普通に用いられる言葉であったoところが､その後は一般にも｢真柱｣が全面

的に用いられるようになってきている｡天理教教規においても｢管長｣の代りに｢勇往｣が用い

られている｡そして､この教規によって定められているところによると､｢夷柱は教祖の血統者

の系譜に基き､本部員会議において推戴する｣ことになっている(9)
｡
うちとうウJ:うおもてとうウJ:ラこの真柱の下に｢内統債｣及び｢表統領｣というそれぞれ1名の代表者が置かれ､教務を分担

している｡

内統債-(1)祭儀及び教義に関すること､(2)神殿､教祖殿及び祖霊殿に関すること言3)おはこ

び及び別席に関すること等の教会本部内の教務を主に司っている(10
｡I

:ixサー表統嶺-(1)布教に関すること､(2)集会の招集及び解散に関すること､(3)教人の登録及び進退

の裁決に関すること等の対社会的な教務を中心としている｡また､宗教法人｢天理教｣の代表役

員となって､法人の事務も総理している｡なお､この表統領の教務を行うところを｢教庁｣と呼

んでいる(ll)
｡
そして､この内統髄及び表統嶺の教務を速かに遂行するために､更に以下の組織に細分されて

いる｡

内統髄室-内統領の教務を処理するために設けられた部署の一つで､そのなかに室掛､内儀

掛､玄関掛､詰所掛､修練掛が置かれている｡

祭事室-祭儀掛､神殿掛､教祖殿掛､祖霊殿掛､墓地掛が置かれている｡

御用方室-おはこび掛､別席掛､御供所掛が置かれている｡

おやさとやかた管理室-管理掛が置かれている｡

修養科-修養科生の教化育成に関することを行う｡

会計室-収入掛､支出掛､計理掛､煮炊場掛が置かれている｡

保安室-境内掛､消防掛が置かれている｡



教団組織の研究

表統髄室-総務課､世話課､調査課､渉外

課､綜合案内課が置かれている｡

教務部-教会課､教区課､宗教法人課が置

かれている｡

国内布教伝道部-布教一課､布教二課､講

習課､福祉課が置かれている｡

海外布教伝道部-連絡課､アジア一課､ア

ジア二課､アメリカ課､ヨーロッパ課､アフリ

カ課､オセアニア課､翻訳課が置かれている｡

道友社-天理教教会本部教庁の出版部及び

広報部に相当する機関である｡現在は業務課､

編集課､写真課､出版課､文化課が設けられて

いる｡

信者部-輸送課､運営課､炊事課､公衆衛生

課が置かれている｡主として信者の輸送･宿泊

●●･食事に関する業務を分担し､信者が｢ぢば｣(12)

を慕い､信仰の喜びをもって､親里-帰ってこ

られるように､支障のないよう円滑な世話をし

ている｡

経理部-収入課､支出課､計理課､用度課､

管財課が置かれている｡

営繕部-営繕課､資材課､電気課､電話課､

水道課､技術斑が置かれている｡

主査室-表統嶺に直属する機関であり､教

内の刊行物､映画フイルム等の検閲に関するこ

とを扱う｡(13)

天理教校-天理教の教義に基づく修練機関

として宗教法人天理教が経営する学校で､本科

(2年)､専修科(2年)､第二専修科(5年)

に分かれている(14)
｡
天理養徳院-広く社会の恵まれない境遇の

もとにある児童を､父母に代って養育すること

を目的として､明治43年4月1日設立された｡

収容児童を天理教教義に基づいて､品性正しく

情操豊かな健全な人間に育てることを養育理念

としている｡(15)

学校法人天理大学-天理大学､同付属施設

(天理図書館､天理参考館)､天理高等学校第

一部(全日制)､同第二部(定時制､天理准看

護婦養成所を含む)､天理中学校､天理小学校

第1図　天理教教会本部の組織図
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t　辞　林

水　道　課

技　術　砿

E sFEi

天理教授

天理善徳院

学校法人天理大学

財団法人天理教-れつ合

材EB法人天理よろづ相談所

学校法人天理教授学園

共柱窒

教書及史料集成部　　　　　　--史料掛

資料出所:天理大学おやさと研究所編『天理教
事典』天理教道友社　昭和52年248
-249頁より引用｡
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及び天理幼稚園の運営に当たっているーこれらの諸学校は､それぞれ学校教育法に則った教育を

施すと共に､天理教の教義に基づく信条教育を行うことを目的としている(16)
｡
財団法人天理教-れつ会-教内子弟の扶育･教養を目的とし､昭和3年10月18日に創立され

た｡単に学資を給与するだけでなく､将来の天理教の担い手としての人材を育成するための機関

である(17)
｡ 'Si
財団法人天理よろづ相談所-天理教教義に基づき､広く精神的･肉体的に悩むものに救けの

手を差し伸べようとする機関であって､昭和10年10月｢天理よろづ相談所｣として開設され､昭
みじよう和41年4月に財団法人となり現在の姿となった,,その組織は身上部､事情部､世話部の三部門か

ら成り､身上部は現代医学の枠を集めた医療設備をもって患者の診療に当たり､事情部は天理教

の信仰に基づいて人々の苦悩の解決指導に当たり､世話部は生活上の諸問題及び医療従事者の養

成に関する世話を行う(18)
｡
学校法人天理教校学園-従来の宗教法人天理教の経営する天理教校の付属高校を新設経営す

るに当たり設立されたものである｡,天理教校付属高校は､教育基本法及び学校教育法による教育

と共に､天理教の教義に基づく信条教育を行い､天理教校に繋がる教育により､将来の布教専従

者に必要な教理と教養､実際の布教経験をつませることを方針としている(19
｡-
以上の内統領及び表統領の組織の外に､頁柱直属の組織として真柱室と教義及史料集成部があ

り､それぞれ次の教務を担当している｡

第3表天理教教会本部一般会計の最近10年間の歳入決算状況

資料出所:天理教道友杜の『天理時報』に発表された天理教教会本部一般会計の昭和46年度より昭和
55年度までの歳入決算報告より作成｡
i)特別会計からの繰戻し金を含む｡
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資料出所:天理教道友杜の『天理時報』に発表された天理教教会本部一般会計の昭和46年度より昭和55年度までの歳出報告より作成｡

i)教祖九十年祭(昭和47-50年度)及び教祖百年祭(昭和55年度)特別会計へ
ii)おやさとやかた建築特別会計-
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第5表　天理教教庁一般会計の最近10年間の歳出決算状況
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資料出所:天理教道友杜の『天理時報』に発表された天理教教庁一般会計の昭和46年度より昭和55年度までの歳出決算報告より作成｡
i)天理教校学園設立特別会計-

ii)体育館及び和之内グランド等建設費特別会計へ
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真柱室-真柱に直属し､真柱に関する事項を掌る｡

教義及史料集成部-真柱に直属する機関で､(1)教義に関する諮問に答えること､(2)原典に関

すること､(3)教義に関する編述並びに研究に関すること等に当たり､史料掛では教義に関する史

料の蒐築及び保管に関することに携わっている(20)
｡
次いで､天理教教会本部の活動の実態を探るために､最近10年間の天理教教会本部の歳入･歳

出決算状況のうち､まず歳入決算を示すと､第3表の如くである｡すなわち､決算額は昭和46年

度が約57億円､昭和50年度が約298億2千万円､昭和55年度が約244億2千万円となっているJ特

に昭和50年度(昭和50年4月1日より昭和51年3月31日まで)の額が大きくなっているのは､昭

和51年1月に教祖九十年祭が行われているためである｡内訳では､例えば昭和55年度に例をとれ

ば､御供金が約208億3千万円､前年度歳計剰余金が約22億8千万円､雑収入が約12億7千万円

となっており､これらを構成比でみると､御供金が85.5%､剰余金が9.Z%､雑収入が5.2^とな

っている｡

また､天理教教会本部一般会計の最近10年間の歳出決算状況をみると､第4表の如くである｡

まず､決算額については､歳出合計は歳入の場合と同じであって､昭和46年度約57億円､昭和50

年度約298億2千万円､昭和55年度約244億2千万円となっている,そして､昭和55年度に例をと

ってその内訳をみると､回付金が約107億8千万円と一番多く､以下特別会計-の繰入金総額75

億円､やしき整備費約35億円､繰越金約19億7千万円､内事綜合諸費約6億3千万円と続いてい

る｡このうちの回付金は天理教教会本部組織の表統領の教務を遂行する機関である｢教庁｣-の

援助金と考えてよい(21)
｡次に､昭和55年度のこれらを構成比でみると､回付金が44.1^と高く､
以下特別会計への繰入金30.1%､やしき整備費14.3%､繰越金8.0&､内事綜合諸費2.%%と続い

ている｡そして､その年度により事情が異なるのでその推移はまちまちだが､特徴としては特別

会計-の繰入金があげられよう,教祖九十年祭及び教祖百年祭特別会計､おやさとやかた建築特

別会計､礼拝場建築特別会計とあるが､なかでも昭和50年度は62%が繰入金となっている｡その

他の年度(昭和46､47年度を除く)でも約25-45&の繰入金がある｡

ところで､第4表の天理教教会本部一般会計の歳出決算状況はもっぱら｢内統領｣に関するも

のであるので､更に天理教教庁一般会計の最近10年間の歳出決算状況によって､｢表統領｣関係

の活動の姿を探ってみると､第5表の如くである｡まず決算額については､昭和46年度約32億7

千万円､昭和50年度約74億9千万円､昭和55年度約116億5千万円となっている｡そして､昭和

55年度に例をとってその内訳をみると､文教費が約39億6千万円と一番多く､以下営繕費約19億

6千万円､おやさと整備費約18億1千万円と続いているo次に､昭和55年度のこれらを構成比で

みると､文教費が34.0^と高く､以下営繕費16.9%'､おやさと整備費15.6#と続いている｡

Ⅳ天理教教会組織の本末ないし所属関係

さて､天理教教会本部の組織及び歳入･歳出の分析に別れを告げて､次にわれわれは教会本部

と一般教会との関連､更には一般教会問の関係を探ってみることにしよう∪そこで､天理教の教

会組織上の本末ないし所属関係を示す図(系統図)を掲げると､第2図のようである｡まず､教

会はこれを分けて教会木部及び一般教会と呼び､一般教会は教会本部に所属する｡史に一般教会

は大教会と分教会とに分けられる∪また教会設立時のいきさつによって､組織上の本末ないし所

属関係が存在し､教会本部をその中心として直接の関連をもつ教会を直属教会と呼び､その~直属
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第2図　天理教の教会組織上の本末ないし

所属関係(系統)

教会本部
大　教　会

分　教　会

分　教　会一分　教　会

分　教　会一分　教　会

資料出所:天理大学おやさと研究所編『天理教事典』

天理教道友社昭和52年311頁より引用｡

教会に所属する教会を部属教会と呼んでい

る｡ところで､大教会及び分教会の設立基
°　°

準は､大教会が部属教会数50以上で､よふ

ぼくのうち数人300人以上を有するもの､

分教会が部属よふぼく16人以上(うち教人

5人以上)及び信者若干名を有するもの､

である｡

なお､ここで規定される信者､よふぼく､数人の基準は次の通りである｡､

信者-天理教の教義を信奉する者を信者といい､その所属する教会の維持､隆昌に努める｡

よふぼく-信者で､さづけの理(天理教では救済するのはあくまでも親神であって､その親

°°°神の特別な守護を頂くための方法であるさづけを取り次ぐ手段を許されることであって､今日で
°▼°tは九度の別席を運ぶことにより､その資格を得ることが出来る)を受けた者をよふぼくというO

°°ヽ°よふぼくは祭儀を行い､教義を宣布し､信者を教化育成する｡

°°°°教人-よふぼくで教会長資格検定に合格し､教会本部に登録された者を教人という(22)
｡そし
て､天理教のよふぼく数及び教人数の推移を示しておくと､第6表の如くである｡

ところで､天理教の教会組織上の本末ないし所属関係についての一般論については以上で終っ

ておき､次にわれわれは具体的な事例を通してそれの分析検討を更に深めることにしよう｡なお

その際われわれは､イギリスのWilliamH.Newellとわが国の土橋文子氏の共同研究｢天理教

会の歴史にみる宗教社会学上の類型についての諸問題｣(SomeProblemsofClassificationin

ReligiousSociologyasShownintheHistoryofTenriKyokai)での｢天理教団における親子

関係｣(23)とか､森岡清美氏の｢宗教論-続･新宗教の場合-｣における｢天理教における教

°°°°第6衷天理教のよふぼく数及び教人数の推移

年度末
(3月31日現在)　　＼
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資料出所:天理教表統嶺室調査課編『天理教統計年鑑』より作成｡
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第3図　天理教郡山大教会系統図(昭和53年1日1日現在)
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資料出所:天理教表統領室調査課編『天理教教会名称録』昭和53年直属教会別

系統表1-3頁より作成｡
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全問の統属関係がなぜ維持されたかが問題となる｡この問いに対して､仏教教団では本末の統属

関係を正当化する理論がなかったが､天理教では教会間の関係を『オヤコの理』で根拠づけたこ

とが指摘されよう｣(24)とかいった表現にみられるような､ ｢親子関係｣とか｢オヤコの理｣とい

った分析視角を援用して､実際の姿をみることにしよう｡

まず､天理教教会本部直属の大教会の例として､最も早く大教会になった天理教郡山大教会の

系統図を掲げると､第3図の如くである｡つまり､郡山大教会の基礎は明治19年に置かれ､明治

41年12月30日天理教の一派独立に伴い､いわゆる今日の天理教郡山大教会と改称されたのであるO

所在地は奈良県大和郡山市天理町で､昭和53年1月1日現在で部属教会を248有している｡(25)更

に郡山大教会に所属する分教会のうち最大を誇る北開分教会の系統図を示すと､第4図の如くで

ある｡

以上は天理教郡山大教会内の本末ないし所属関係の具体的な姿であるが､既に説明したように､

第4図　天理教北開分教会系統図(昭和53年1月1日現在)
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資料出所:天理教表統領室調査課編『天理教教会名称録』昭和53年直属教会別系統表2頁より作成｡
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第5国　天理教郡山大教会系統の大教会系統図(昭和57年3月31日現在)
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資料出所:天理教表統髄室認査課編『天理教統計年鑑』昭和57年より作成｡

第6図　天理教日和佐分教会系統図(昭和53年1月1日現在)
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資料出所:天理教表統領室調査課編『天理教教会名称録』
昭和53年直属教会別系統表191頁より作成｡
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大教会設立基準に達した分教会は独立して､教会本部直属の大教会へと昇格することも考えられ

る｡例えば､同じ郡山大教会から分かれた大教会､仮に郡山大教会系統の大教会と呼ぶことにす

るが､現在郡山大教会を含め13あるO　これらの本末ないし所属関係を示すと第5図の如くである｡

天理教では､もちろんそれぞれの大教会は形式的には教会本部直属であるが､実質的にはこのよ

うに大教会同志においても､本末ないし所属関係があるといえる,つ

次いで､天理教教会本部直属の分教会の例として､明治25年11月6日設立され､約九十年の歴

史を誇る徳島県海部郡日和佐分教会の系統図を示すと､第6図の如くである｡つまり､日和佐分
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教会は昭和53年1月1日現在で部属教会19を有していることが判明する｡

Ⅴ　お　わ　リ　に

最後に､本小稿はあくまでも現代天理教の構造と機能とを分析することに終始した｡といって

も､天理教の組織を動かしているのは人であるが､その具体的な人の分析にまでは残念ながら入

ることが出来なかった｡,また､天理教一般教会に関する社会形態学的研究ともいえる地域別,都

道府県別､市部･郡部別分布状況についても､既に詳しい資料を用意しているが､紙数の関係も

あって他日稿を改めて記述することにしたいL,更に天理教の教義や天理教の歴史的発展過程に関

する研究も他日を侯つことにしたい,,,

注
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(6)この点に関して､ 『ジュリスト増刊総合特集現代人と宗教』 No. 21､有斐閣､ 260頁に次のような一文が出

ている｡参考になるので､やや長文ではあるがここに引用しておく｡つまり､わが国では､一世帯に神棚

と仏壇をあわせもち一戸の家が氏子であると同時に檀家であるというような重層信仰､多重所属､それも

家単位での多重所属が､かなり一般的であるという事情がある｡しかも､新宗教の信者が､日常活動では

当の団体の活動に参加する一方､葬儀､婚礼などの社会儀礼や､家の墓の維持などに関しては､既成の社

寺に依存するというような場合がみられる｡したがって一人の人間が､宗教団体と係わりを持つことは二

重三重にもなり得るのである｡しかも､日常は宗教団体と密接な係わりがなくとも､何かの機会に宗教団

体と係わりをもつような人々を､宗教団体の側からすれば明らかに信者でないと切り捨てていくことは難

しい｡例えば､転居して何年も音信不通であったものでも､家族に死者が出たりすると､菩提寺との関係

を復活し､檀家としての努めを果す場合も少なくない｡また､宗教団体のなかには､脱落信者を計算上除

外しない場合も多いが､しかし不活動信者のなかには､教団の働き掛けなどで復活する潜在的信者もある

ので､一概に不当とはいえないものがある｡このように考えれば､宗教法人の信者に関する報告も必ずし

もまったく根拠のないものとはいえないことが知られよう｡その一見誇大な数字は､実はわが国の宗教的

伝統､文化的傾向を如実に示すものがあり､そこに貴重なデータをみる学者もいるのである､とO

(7)井門､前掲論文､ 128頁｡なお､ ｢布教を生命とする天理教｣については､青地震｢天理教｣ 『中央公論』第
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の項(247-252頁)を参照されたいD

(9)天理大学おやさと研究所編『天理教事典』天理教道友社､昭和52年､ 443貢｡

(10)天理教教会本部編『天理教年鑑』天理教道友社､昭和55年､ 16頁｡

(ll)天理大学おやさと研究所編『天理教事典』 144頁｡
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人間創造の元の地点､天理王命の鋲まる地点という意味に用いている｡したがって､人類救済の源泉であ

る｢ぢば｣こそは､天理教信仰の中心であり､人類の親里である｡また､天理教では親の膝下に戻る意味

において､ ｢ぢば｣に参拝することを､薮入りのような親しさ､喜び､あこがれの気持ちでもって､ ｢ぢば

に帰る｣と親しみを込めて呼んでいる｡

(n)天理大学おやさと研究所編『天理教事典』 250-251貢､ 291-295貢｡

(14)天理教道友杜編『天理教-教理から現況まで-』 363頁｡

85)天理教教会本部編『天理教年鑑』 177貢｡

uG)同､ 157頁｡

(17)同､ 174頁.

(lO　同､ 186頁o

u9)天理教道友杜編『天理教-教理から現況まで-』 377貢｡

包ゆ　天理大学おやさと研究所編『天理教事典』 249-250頁｡

(2力　因にここで､天理教教庁一般会計の最近10年間の歳入決算の状況をみると､第7表の如くである｡つまり､

この表より､例えば昭和55年度の天理教教会本部の歳出のうち､回付金約107億8千万円がそのまま天理

教教庁歳入に回っていることが判明する｡
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第7表　天理教教庁一般会計の最近10年間の歳入決算状況
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6.2

『天理時報』に発表された天理教教庁一般会計の昭和46年度より昭和55年

度までの歳入決算報告より作成｡
i)特別会計天理教校学園設立費剰余金

e2)天理教道友社編『天理教--教理から環況まで一一1 -』 344-345頁.

㈱　William H. Newell aod Fumiko Dobashi, Some Problems of Classification in Religious Sociology as

Shown in the History of Tenri Kyokai, The Sociology of Japanese Religions, (ed. Kiyomi Morioka

and William H. Newell) E.J. Brill, 1968, p.p. 94-97.

伽　森岡清美｢宗政論--続･新宗教の場合-｣ 『中外日報』昭和54年6月2日､ 1貢､及び昭和54年6月

5日､ 1頁｡

(25)天理教表統髄室調査課編『天群教教会名称録』昭和53年､ 1 -3貢.
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This paper is intended to elucidate the following three points: (1) the scales of

religious organizations in Japan and the position of Tenrikyo Organization in them, (2)

the organizational structure of the Headquarters of Tenrikyo and settlements of revenues

and expenditures for the last ten years (197ト1980) of their general accounts, (3) the relation

of roots and branches or belongings in the organizational structure of Tenrikyo Churches,

to analyze the structure and functions of modern Tenrikyo Organization.




